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し、大学 4 年生 6 名を対象に2016年 2 月にインタビュー調査を実施した。障害のある子どもの保育につ
いての考え方については大学 3 年次と 4 年次で比較し、権他（2015）のコード化を用いて分析を行っ
た。大分類として『環境』『保育上の留意点』『保育における障害の認識』『差別・偏見』『将来的展望』








































て、2012年から継続的に研究を行っている。研究は大きく 2 つの視点で進行してきた。 1 つ目は障害の
ある子どもとの出会いの実態を把握すること、 2 つ目は学年進行に基づいた学生の成長と課題を明らか
にしていくことである。
1 つ目の障害のある子どもとの出会いの実態として、大学入学前に養成課程入学者全体の約 8 割は出
会い経験を持っていることがわかった。その多くが、学校内での共に過ごしているのがほとんどであっ




に浮かび上がってきた（鈴木他，2014）。大学 3 年生になると、『環境』『保育上の留意点』の 2 つの視
点になった（権他，2015 6 ））。例えば、『環境』として、障害のある子どもを受け入れられる園内環境を
整える必要があることを考え、『保育上の留意点』として障害のある子どもにとっての必要なかかわり
の提供に加えて、子ども同士の関係への支援を考えていた。このように、大学 1 年生と大学 3 年生では
障害のある子どもの保育に対する考えが変化していることがわかった。では、大学 4 年生ではどうなの
だろうか。本研究では障害のある子どもの保育に対する思いや考えの変化、障害のある子どもの保育に






養成課程に在籍する大学 4 年生 8 名のうち、本インタビュー調査への研究協力の了承が得られた 6 名を
対象とした。2016年 9 月現在、保育・教育の場において保育者として活躍している。
（ 2）調査方法


















・社会生活 障害の有無にかかわらず共に生活しやすい社会 環境-1-1 





































大学 3 年生及び 4 年生では、障害のある子どもへの個別のかかわりを要することは想定していた。ま























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・社会生活 障害の有無にかかわらず共に生活しやすい社会 環境-1-1 









・保護者支援 保護者に対する助言・指導 保育上の留意点-2-1 
識認の害障るけおに育保〇
1-識認の害障るすと性個を害障性個・
・ニーズがある 支援は要するが、障害と意識しない 障害の認識-2 
見偏・別差〇
1-見偏・別差識認ういとるあが見偏別差るあが見偏別差・
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